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世界標準の経営教育と国際的な環境が魅力！国際認証をトリプル取得した
経営大学院の学びを学部にも提供。世界74カ国の留学生とも交流できる。

【日進キャンパス】〒470-0193　�愛知県日進市米野木町三ケ峯　� � �
入試広報担当　TEL�0120-41-3006

【名古屋キャンパス】〒460-0003　愛知県名古屋市中区錦1-20-1　TEL�052-223-3111
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名古屋商科大学
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面倒見が良い大学
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学部/学科情報

　名古屋商科大学は、「開拓者精神」と「師弟同行の精神」
を教育の基本姿勢とし、セミナー教育を重視するとともに、個々の
学生の状況を的確に把握し丁寧に支援する体制を整えています。
1年次から始まる就職支援では、全ての学生の就職活動状況を
把握するために独自のデータベースを活用し、入学後から個別支
援を実施。面接練習に特化した「就職研修会」、自己分析を極
める「納得内定ゼミあ」、国内外の「インターンシップ」等を積極
的に開催し、数多くの優良企業への内定を叶え、就職決定率・
就職先満足度ともに高い実績を誇っています。
　また、大学独自の豊富な奨学金制度を整備し、意欲ある学生
や努力して結果を出した学生を経済面でも支援しています。同大
学の独自の取り組みは学外からも高い評価を受けています。上記
のランキングのほか、高校の進路指
導教諭が選ぶ「生徒に勧めたい大
学」「入学後、生徒を伸ばしてくれ
る大学」でも上位に選ばれています。

　名古屋商科大学では、世界で活躍する人材を育成する、質の
高い教育を実践しています。学部教育として国内初の国際認証
の取得に成功。また、アクティブラーニングを取り入れた独自の
「ケースメソッド教育」は、世界標準の経営教育として国際的にも
高い評価を受けています。
　学生の語学レベルや目的に合わせた多彩な海外留学プログラ
ムがあることも、同大学の魅力です。世界63カ国187校の提携
校への「交換留学」では、提携先の授業料が免除されるととも
に渡航費も支給し、留学先で取得した単位も認定されます。加え
てASEAN諸国の日系企業と同大学が独自に提携した「海外イン
ターンシップ」では、海外ビジネスを肌で感じることができます。
　世界74カ国から留学生が集う国際色豊かなキャンパスでは、英語
による専門科目の授業が受講でき、学内にいながら英語運用能力を
高められます。今や一つの国、一つの言語、
一つの大学で学生時代を終える時代ではあ
りません。名古屋商科大学では世界へ挑
戦する学生を積極的に後押ししています。

●日進キャンパス
　国際学部／英米学科※

　　　　　　国際学科

　経営学部／�経営学科�

経営情報学科

　経済学部／�総合政策学科�

経済学科

　商 学 部／マーケティング学科

　　　　　　会計学科

●名古屋キャンパス
　経営管理課程

※2025年4月名称変更

＊原則4年間キャンパスの移動はあり

ません。

●インターネット出願：全ての入試がインターネット出願です（出願の際は大学WEBもしくは、入
学試験要項をご確認ください）。
●学生生活をサポートする豊富な奨学金制度：4年間最大360万円が給費される入試成績優秀者奨学
金をはじめ、国際寮（全900室）に寮費の補填を受けて入寮できる国際寮奨学金や、留学プログラム
参加学生をサポートする海外留学・国際交流プログラム奨学金など、全て給費型で提供しています。
●新設入試：学内での多様性を向上させ、国際性を豊かにし世界で活躍する女性を養成すべく、
2025年度総合型選抜入試に「女子特別枠入試【国際学部】」を新設。外国語、国際文化への興味・関心
を持ち、将来グローバル社会での活躍を目指す方かつ指定の英語力を有する方を対象としています。

グローバル教育に
力を入れている大学

　名古屋商科大学の特色や、海外留学プログラム、
学部紹介、入学試験情報、イベント情報などを掲
載しています。在学生のイ
ンタビュー記事もあり名古
屋商科大学の魅力が満載
です。また、大学パンフレッ
トなども無料で送付いたし
ます。詳しくは右記QRコー
ドからご確認ください。
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進路指導教諭編 進路指導教諭編

小規模だが評価できる大学 進　　　　北陸・東海第２位

入学後、
生徒を伸ばしてくれる大学 進　北陸・東海私立大第２位

改革力が高い大学 進　北陸・東海私立大第３位

教育力が高い大学 進　北陸・東海私立大第４位

2024年学部系統別
実就職率（経済系） 卒　　　　北陸・東海第３位
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